
新型コロナウイルス感染症における本校の活動基準vol.2

※分散授業－視聴覚室・講堂80名まで、普通教室32名まで(定員2/3人) 3 年 12 月 30 日

参

考

基

準

国(行政)の

危険度レベルと

ステージ

原則4名以下での会食は可能ではあるが、極

力最少人数にし、マスクを着用する
3密の回避と新しい生活様式の徹底3密の回避と新しい生活様式の注意喚起

3密や5つの場面を避けられない場所への出

入りの原則禁止

3密の回避と5つの場面の徹底(特に飲食を伴

う場、カラオケなど声を出す場など)

3密の回避と5つの場面の注意喚起(特に飲食を伴

う場、カラオケなど声を出す場など)

全面禁止不要不急の外出・外泊は原則禁止
感染防止措置を講じ感染リスクの少ない地域のみ

許可(通学圏内)
感染防止対策を講じたうえで許可

3密や5つの場面を避けられない場所への出

入りの全面禁止
3密の回避と新しい生活様式の徹底3密の回避と新しい生活様式の注意喚起

不要不急の外出・外泊は自粛要請
感染防止措置を講じ感染リスクの少ない地域のみ

許可(通学圏内)
外出・外泊

家族・友人

知り合い

ステージ４

(爆発的な感染拡大)

ステージ３

(感染者の急増)

ステージ２

(感染者の漸増)

ステージ１

(感染者の散発的発生)

ステージ１

(感染者の散発的発生)

令和 改正

外飲食

アルバイト

(この活動基準は、国(行政)の危険度レベル基準を参考とし、島根県及び近隣の県の状況等を考慮した本校独自の基準に設定)

本校の活動基準
S

(緊急警戒)

E

(警戒)

D

(危険)

C

(注意)

全面禁止(生活困窮者は要相談)全面禁止(生活困窮者は要相談)
原則禁止(要相談および実習や国試がある学

年は２週間前から禁止)

原則禁止(要相談および実習や国試がある学

年は２週間前から禁止)

原則禁止(要相談および実習や国試がある学

年は２週間前から禁止)

アルバイト申請より承認・許可(実習や国試

がある学年については２週間前から禁止)

全面禁止原則禁止
4名以下の飲食とし、会話を控えマスクを着

用し1時間30分以内とする。

学生の日常活動

停止および別日程調整または代替案対応
行政の自粛要請に従うことと、規模の縮小

ならびに時間短縮で実施

原則実施可能、但し行政の自粛要請に従

う。

外部環境を十分に確認し感染防止措置を講

じたうえで実施可

全面禁止原則停止学校への依頼があった団体のみ実施学校への依頼があった団体のみ実施
主催側と協議し感染防止対策を講じたうえ

で実施するかを検討

主催側と協議し感染防止措置を講じたうえ

で実施

全面禁止原則停止
行政の自粛要請に従い、活動制限付きで実

施

行政の自粛要請に従い、感染防止措置を講

じたうえで実施
感染防止措置を講じたうえで実施感染防止措置を講じたうえで実施

就職活動

訪問

試験

非対面
オンラインまたは協議(感染拡大地域の宿泊

を伴う者)
原則求人票に従い活動を実施通常通りでの就職活動を実施

対面

非対面

ハイブリッド開催(対面、オンライン)
必要に応じハイブリッド開催(対面、オンラ

イン)

必要に応じハイブリッド開催(対面、オンラ

イン)

一部オンライン活用必要に応じオンラインを実施なし

学外

課外活動

(授業)

クラブ活動、サークル活動

外部環境を十分に確認し感染防止措置を講

じたうえで実施

外部環境を確認し感染防止措置を講じたう

えで実施

感染防止措置を講じたうえで実施感染防止措置を講じたうえで実施

地域活動(ボランティア)

学友会

感染防止措置を講じたうえで実施感染防止措置を講じたうえで実施

対面

非対面

外部

(就職フェア等)

学校行事

対面

受験先と相談受験先と相談受験先と相談

対面

非対面

対面

原則求人票に従い活動を実施通常通りでの就職活動を実施

校内

感染防止対策を講じたうえで活動を実施
原則求人票に従い活動を実施

※県外受験については担当教員と要相談
通常通りでの就職活動を実施

感染防止措置を講じたうえで実施

非対面

内部

(学生対象)

オンラインまたは動画配信オンラインまたは動画配信ハイブリッド開催(対面、オンライン)

延期または中止(代替案)

オンラインオンラインを最優先一部オンライン活用

停止停止または分散、時間差で実施

実習

演習

対面

学外実習

授業

講義

非対面

通常授業、感染状況により分散授業または

時間差登校で実施(学科・学年で調整)

感染防止措置を講じたうえで通常授業で実

施

感染防止措置を講じたうえで通常授業で実

施
通常授業の実施対面

非対面 一部オンライン活用一部オンライン活用なしなし

レベル5

(単発で3桁の感染者確認)

レベル4

(2日以上2桁の感染者確認)

レベル3

(単発で2桁の感染者確認)

レベル2

(連日1桁の感染者確認)

レベル1

(単発で1桁の感染者確認)

停止(施設側と今後の調整、オンライン活用

検討)

学内実習および実習施設との相談と調整(期

間、人数)した上で実施

実習施設との相談と調整(期間、人数)した

上で実施

実習施設との協議により感染防止措置を講

じ、両者の相違のもと実施

延期または中止(代替案)

オンラインまたは別日程調整オンラインまたは別日程調整ハイブリッド開催(対面、オンライン)一部オンライン活用対応なし

オンラインまたは別日程調整
オンラインまたは別日程調整(宿泊を伴う

者)

オンラインまたは別日程調整(レベル3以上

の宿泊を伴う者)

オンラインまたは別日程で協議(感染拡大地

域の宿泊を伴う者)

停止全て訪問先と相談(日程、方法)一部の訪問先と相談(日程、方法)

受験先と相談受験先と相談

実習施設との協議により感染防止措置を講

じ、両者の相違のもと実施

感染防止措置を講じた上で通常通りで学外

実習の実施

規模の縮小、時間短縮(最大限)で実施規模の縮小、時間短縮(最小限)で実施感染防止措置を講じたうえで実施感染防止措置を講じたうえで実施感染防止措置を講じたうえで実施

感染防止対策を講じたうえで活動を実施
原則求人票に従い活動を実施

※県外訪問については担当教員と要相談

規模の縮小、時間短縮(最大限)で実施規模の縮小、時間短縮(最小限)で実施感染防止措置を講じたうえで実施

レベル0

(直近4週間感染者0人)

対応なし

通常通りでの就職活動を実施

受験先と相談

分散、時間差で実施

停止

オンライン

停止

オンライン

分散授業または時間差登校で実施(学科・学

年で調整)

オンラインを最優先

オンラインを最優先

B

(注意喚起)
A

なし

分散授業または時間差登校で実施(学科・学

年で調整)

通常授業、感染状況により分散授業または

時間差登校で実施(学科・学年で調整)

感染防止措置を講じたうえで通常授業で実

施

感染防止措置を講じたうえで通常授業で実

施
通常授業の実施

一部オンライン活用一部オンライン活用なし


